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Collage制作過程に内包される多様な対話
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The various dialogues contained in the production process of collage

Chikako Nnzu and Takeshi Asu and Eve Erupo

“Collagc"とは、「糊づけする」という意味の“c01lcr"に由来するフランス語で1、
紙や物を平面上に貼る活動

である。筆者らは、K地 区の“
保 ・幼 ・小 ・中合同文化祭

"2でc。1lage制作を行い、この活動をチューターが

LAの 行動を評価する活動プログラム (Task)の試行として位置づけた。本稿では、Collage作品の象徴性と、

その作品が包含する対話の多様性について検討する。

1。 Collage制 作の場

1-1。 はじめに

筆者 らは、平成 17(2005)年 度春よりK地 区の小中一貫教育特区モデル校で放課後学習の支援活動

を行 っている
3。このような学習支援活動 と平行 して、保 ・幼 ・小 ・中学校の連携事業のひとつである

“
地区合同文化祭

"に
対する支援活動も行っている。4年 の歴史を持つ “

保 ・幼 ・小 ・中合同文化祭
"は

、

家族だけでなく地域の人々や高齢者施設の利用者など、幅広い年齢層の人々が訪れることが特徴である。

小中両校からは 「文化祭で児童 ・生徒の五感を刺激するような活動を提供 して欲 しい」という要請があ

り、昨年度は 「輪ゴムの部屋」を創出した4。

山田は、「芸術とは単に人々が自らの思想や感情を表現 し、作品にすることだけを意味するわけではな

い。私たちの身の回りの政治、労働、社会生活、家庭生活などの人間の諸活動を新鮮な目で見直 しつつ

人々との対話と交流を生み出していくことこそ、芸術の役割だといえる
5」と述べている。さらに、 ドイツ

の社会文化センターの例をあげ地域社会のかかわるさまざまな問題や運動が、コラージュのように自発的

に持ち寄せられて、それぞれの活動が展開されると同時に、各々の運動や活動が相互に交わったり刺激 し

あう空間が生み出されているとし、芸術運動のキーワー ドとして
“コラージュ

"を
用いている。

また中村雄二郎 も、科学的な専門技術者に対比される手仕事、器用仕事の価値の再発見としてブリコ

ラージュという術語を用いている6。

1-2.場 の構造

“
合同文化祭

"と いう性格上、人々の参加は流動的にならざるを得ない。前年度は、
“
日常的な空間

"

である美術室に仕掛けをして、教室 らしさを残 しつつも
“
非 日常的な空間

"に
変え、輪ゴムを大量に持
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